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本
書
は
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
と
も
に
、「
維
新
の
三
傑
」

の
一
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
木
戸
孝
允
の
人
物
像
を
、
政
治
的
行

動
を
基
軸
に
据
え
て
、
人
物
交
流
や
そ
の
内
面
の
葛
藤
と
い
っ
た

複
眼
的
な
視
座
に
立
っ
て
論
じ
て
い
る
。
構
成
と
し
て
は
、
木
戸

の
全
体
的
な
生
涯
に
つ
い
て
論
じ
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
エ
ピ
ロ
ー

グ
、
そ
し
て
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
、
従
来
あ
ま
り
検
証
さ
れ

て
い
な
い
維
新
以
後
の
木
戸
の
生
涯
（
木
戸
の
後
半
生
）
を
論
じ
る
。

第
一
章
「
王
政
復
古
と
木
戸
孝
允
」
で
は
、
開
国
か
攘
夷
か
に
揺

れ
る
幕
末
動
乱
を
生
き
抜
い
た
木
戸
が
、
維
新
後
に
「
五
箇
条
の

御
誓
文
」
等
を
手
掛
け
、
名
実
と
も
に
天
皇
の
復
権
を
企
図
す
る

様
相
を
追
う
。
続
く
第
二
章
「
版
籍
奉
還
の
建
言
」、
そ
し
て
第

三
章
「
藩
体
制
解
体
の
苦
悶
」、
第
四
章
「
廃
藩
置
県
断
行
と
木

戸
孝
允
」
で
は
、
中
央
集
権
化
を
目
指
す
新
政
府
に
あ
っ
て
、
版

籍
奉
還
、
そ
し
て
廃
藩
置
県
と
い
っ
た
政
策
遂
行
の
過
程
で
、
依

然
根
強
い
藩
権
力
を
如
何
に
処
理
す
る
か
、「
藩
知
事
世
襲
論
」

を
打
ち
出
す
大
久
保
と
の
確
執
が
表
面
化
す
る
な
ど
、
政
府
内

で
の
木
戸
の
苦
闘
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
『
新
聞
雑
誌
』
を
通
じ
て

「
宇
内
の
大
勢
」「
時
勢
の
近
情
」
を
遍
く
天
下
に
知
ら
し
め
よ
う

と
し
た
木
戸
の
意
図
も
窺
え
る
。
第
五
章
「
木
戸
孝
允
の
米
欧
回

覧
」、
第
六
章
「
立
憲
制
導
入
に
向
け
て
」
で
は
、
所
謂
「
岩
倉

使
節
団
」
の
一
員
と
し
て
国
家
自
立
の
課
題
を
背
負
っ
て
米
欧
を

視
察
し
、
帰
国
後
は
立
憲
体
制
の
確
立
と
地
方
と
の
問
題
解
決
を

模
索
す
る
木
戸
に
迫
る
。
そ
し
て
第
七
章
「
明
治
国
家
の
士
族
と

農
民
」
で
は
、
新
政
府
の
政
策
に
不
満
を
持
つ
山
口
県
旧
士
族
へ

の
対
応
と
、
最
後
ま
で
郷
里
の
情
勢
に
気
を
配
っ
た
木
戸
の
姿
を

追
う
。
い
み
じ
く
も
著
者
が
述
べ
る
「
幕
末
の
桂
小
五
郎
と
明
治

の
木
戸
孝
允
の
一
身
二
生
」
に
迫
る
本
書
は
、
そ
の
時
々
の
時
局

問
題
に
対
峙
し
た
木
戸
の
立
場
と
心
境
が
緻
密
に
考
察
さ
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
木
戸
の
「
個
性
」
追
求
に
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
複

雑
な
政
治
情
勢
に
対
し
た
「
木
戸
孝
允
」
と
い
う
一
人
の
政
治
家

の
内
面
を
明
ら
か
に
し
た
本
書
を
魁
と
し
て
、
今
後
も
木
戸
の
人

物
研
究
は
、
さ
ら
に
重
厚
さ
を
増
す
も
の
と
思
慮
さ
れ
る
。

松
尾
正
人
著

『
木
戸
孝
允
』

　
　

吉
川
弘
文
館　

平
成
十
九
年
二
月　

四
六
判　

二
六
〇
頁　

本
体
二
六
〇
〇
円
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本
書
は
明
治
維
新
を
経
て
「
四
つ
の
目
標
」
が
せ
め
ぎ
合
い
、

極
度
に
不
安
定
な
国
家
運
営
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
歴
史
に

つ
い
て
、
著
者
か
ら
見
た
新
た
な
明
治
維
新
の
実
情
を
考
察
し
て

い
る
。

　

明
治
維
新
は
尊
王
攘
夷
と
佐
幕
開
国
の
対
立
が
一
転
し
て
尊
王

開
国
に
な
り
、
大
政
奉
還
の
後
に
王
政
復
古
と
討
幕
が
や
っ
て
来

る
と
い
う
、
激
し
く
揺
れ
動
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
、
維

新
が
成
就
し
た
後
、
明
治
六
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
の
明
治
政
府

は
、
指
導
者
同
士
の
様
々
な
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
西

郷
隆
盛
は
外
政
を
主
張
し
、
大
久
保
利
通
は
殖
産
興
業
を
唱
え
、

木
戸
孝
允
は
憲
法
制
定
に
よ
る
上
か
ら
の
立
憲
制
移
行
を
、
板
垣

退
助
は
民
撰
議
院
の
早
期
成
立
を
論
じ
た
。
著
者
は
こ
れ
を
「
強

兵
」「
富
国
」「
立
憲
制
」「
議
会
制
」
の
「
四
つ
の
目
標
」
と
し

て
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
立
状
態
に
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

　

こ
の
四
グ
ル
ー
プ
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
自
己
の
路
線
を
実

現
し
て
い
く
為
に
租
税
負
担
者
で
あ
る
農
民
の
力
を
借
り
よ
う
と

は
せ
ず
、
戊
辰
戦
争
を
共
に
戦
っ
た
武
士
、
士
族
軍
団
で
ま
と
ま

ろ
う
と
し
た
点
に
あ
っ
た
。
近
代
思
想
の
波
が
押
し
迫
る
が
故
に
、

「
四
つ
の
目
標
」
は
そ
れ
を
掲
げ
た
指
導
者
達
自
身
の
手
で
達
成

す
る
こ
と
は
適
わ
ず
、
代
わ
っ
て
後
の
実
務
官
僚
と
実
益
政
党
の

手
で
、
時
間
を
か
け
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

著
者
は
、
四
人
の
指
導
者
が
欧
米
の
「
富
国
」
を
誰
よ
り
も
早

く
理
解
し
、
近
代
化
へ
向
け
た
革
命
を
起
こ
し
た
事
実
を
肯
定
し

た
上
で
、「
四
つ
の
目
標
」
は
、
そ
れ
を
掲
げ
て
奮
起
し
た
四
人

が
生
き
た
時
代
に
達
成
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
、
と
ま
と
め
て
い

る
。「
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
持
つ
意
味
と
重
さ
」
は
時
代
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
事
か
ら
、
西
郷
、
木
戸
、
大
久
保
、
板
垣
に
よ
る

「
明
治
維
新
」
は
「
永
遠
に
未
完
に
終
わ
っ
た
」
と
の
考
察
は
大

変
興
味
深
い
。
本
書
で
語
ら
れ
る
幕
末
維
新
期
の
「
武
士
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
か
ら
、
新
た
な
「
明
治
維
新
」
に
つ
い
て
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。

坂
野
潤
治
著　
　
〈
ち
く
ま
新
書
〉

『
未
完
の
明
治
維
新
』

　
　

筑
摩
書
房　

平
成
十
九
年
三
月　

新
書
判　

二
四
九
頁　

本
体
七
四
〇
円
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本
書
は
日
本
建
築
史
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
戦
後
以
降
、
批
判
的

に
見
ら
れ
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
明
治
維
新
以

後
の
教
派
神
道
な
ど
の
近
代
の
宗
教
建
築
や
社
寺
建
築
を
中
心
に
、

そ
の
思
想
か
ら
宗
教
空
間
の
概
念
を
読
み
解
く
。
そ
し
て
、
い
か

に
そ
の
概
念
が
現
実
の
空
間
に
反
映
さ
れ
た
の
か
を
検
証
し
よ
う

と
す
る
。
さ
ら
に
戦
後
の
新
宗
教
も
視
野
に
入
れ
、
近
代
か
ら
現

代
へ
と
続
く
新
宗
教
の
巨
大
建
築
を
も
展
望
す
る
。

　

二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
「
新
宗
教
と
巨
大
建
築
」

で
は
、
明
治
維
新
前
後
に
立
教
し
た
教
派
神
道
で
あ
る
天
理
教
、

金
光
教
、
そ
し
て
そ
の
後
に
立
教
さ
れ
る
大
本
教
な
ど
を
題
材
に
、

教
祖
、
教
義
、
教
団
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
宗
教
空
間
と
そ
れ
が
反

映
さ
れ
た
建
築
の
特
質
に
つ
い
て
、
そ
の
成
り
立
ち
、
そ
の
後
の

展
開
ま
で
も
視
野
に
入
れ
考
察
す
る
。

　

第
二
部
「
近
代
の
神
々
と
建
築
」
で
は
、
明
治
維
新
以
降
の
社

寺
建
築
、
特
に
神
社
建
築
の
変
遷
を
た
ど
る
。
古
式
に
則
る
木
造

論
の
系
譜
と
関
東
大
震
災
以
降
の
耐
火
耐
震
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
化
で
、
伊
東
忠
太
や
大
江
新
太
郎
ら
に
よ
り
議
論
が
繰
り
返
さ

れ
た
近
代
の
神
社
建
築
に
注
目
、
そ
し
て
明
治
神
宮
の
創
建
へ
と

議
論
が
集
約
さ
れ
て
い
く
様
子
を
捉
え
る
。
さ
ら
に
伝
統
の
創
造

と
し
て
靖
國
神
社
や
功
臣
を
祀
る
神
社
を
と
り
あ
げ
、
海
外
神
社

に
も
目
を
向
け
る
。
海
外
神
社
で
は
そ
の
建
築
ス
タ
イ
ル
か
ら
軍

国
主
義
と
植
民
地
主
義
と
地
域
主
義
の
両
面
か
ら
捉
え
よ
う
と
す

る
な
ど
の
試
み
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
モ
ル
モ
ン
教
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
カ
オ
ダ
イ
教

と
い
っ
た
世
界
の
新
宗
教
、
ア
レ
フ
（
前
オ
ウ
ム
真
理
教
）
な
ど
の

現
代
に
お
け
る
新
興
宗
教
を
扱
い
、
宗
教
空
間
・
宗
教
建
築
の
変

遷
か
ら
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。

　

な
お
、
本
書
は
『
新
宗
教
と
巨
大
建
築
』（
講
談
社
、
平
成
十
三

年
）
と
『
近
代
の
神
々
と
建
築
』（
廣
済
堂
出
版
、
平
成
十
四
年
）
に

二
編
を
増
補
し
大
幅
に
改
稿
し
、
さ
ら
に
書
下
ろ
し
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

五
十
嵐
太
郎
著　
　
〈
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〉

『【
新
編
】
新
宗
教
と
巨
大
建
築
』

　
　

筑
摩
書
房　

平
成
十
九
年
六
月　

文
庫
判　

三
七
五
頁　

本
体
一
二
〇
〇
円
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郁
著

『
修
験
と
神
道
の
あ
い
だ―

木
曽
御
嶽
信
仰
の
近
世
・
近
代―

』

　
　

弘
文
堂　

平
成
十
九
年
七
月　

Ａ
５
判　

三
五
二
頁　

本
体
四
八
〇
〇
円

　

御
嶽
講
の
発
生
と
そ
の
教
団
化
に
関
す
る
研
究
書
。
第
一
章
で

は
木
曽
御
嶽
山
大
滝
口
の
開
山
者
・
木
食
普
寛
の
御
座
儀
礼
創
出

や
木
曽
御
嶽
開
山
過
程
な
ど
を
在
世
時
の
記
録
か
ら
考
察
、
第
二

章
で
は
普
寛
が
組
織
し
た
講
中
の
展
開
を
修
験
と
の
関
連
で
明
ら

か
に
し
、
幕
末
か
ら
明
治
の
組
織
化
を
検
証
し
つ
つ
各
教
派
神
道

教
団
の
御
嶽
講
社
結
集
と
御
嶽
教
の
立
教
過
程
を
辿
る
。
第
三
章

で
は
御
嶽
教
の
教
派
神
道
と
し
て
の
性
格
を
天
理
教
や
金
光
教
と

比
較
し
つ
つ
、
祭
式
の
受
容
と
宗
教
的
実
践
の
変
容
の
視
点
か
ら

検
討
す
る
。
第
四
章
で
は
御
嶽
信
仰
系
教
団
に
お
け
る
神
道
祭
式

の
受
容
と
変
遷
を
解
明
し
、
付
章
に
普
寛
関
連
史
料
を
収
録
す
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
終
章
で
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
普

寛
の
御
嶽
開
山
は
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
能
力
に
よ
り
山
中
に

新
し
い
宗
教
的
秩
序
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
り
、
修
験
の
憑
り
祈

祷
を
基
礎
と
し
て
御
座
を
あ
み
だ
し
た
。
初
期
の
祈
祷
活
動
は
普

寛
や
弟
子
の
修
験
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
俗
信
者
へ
九

字
や
祈
念
の
方
式
の
伝
授
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
幕
法
で
の
弾
圧

を
避
け
て
修
験
や
吉
田
家
、
土
御
門
家
に
所
属
し
、
講
全
体
を
組

織
化
す
る
動
き
も
起
き
た
。
近
世
の
里
修
験
が
公
認
さ
れ
た
宗
教

的
特
権
階
級
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
在
俗
者
の
祈
祷
・
治
病
活
動

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
天
理
教
や
金
光
教
な
ど
と
共
通
の

土
壌
が
確
認
で
き
る
と
し
、「
修
験
組
織
か
ら
相
対
的
に
距
離
を

置
い
た
、
自
立
し
た
民
衆
の
信
仰
運
動
の
萌
芽
で
も
あ
っ
た
」
と

指
摘
す
る
。
明
治
維
新
に
よ
り
組
織
化
の
あ
ゆ
み
が
途
絶
え
各
教

派
神
道
教
団
の
講
社
争
奪
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
関
東
の
普
寛
講
や

一
心
講
、
高
砂
講
の
講
社
結
集
運
動
、
下
山
応
助
に
よ
る
立
教
運

動
に
よ
り
「
近
世
の
大
衆
登
山
講
が
、
自
ら
近
代
教
団
と
い
う
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
は
じ
め
た
」。
こ
う
し
た
動
き
に
は
「
文
明
化
」

と
し
て
の
「
神
道
祭
式
」
の
受
容
が
伴
っ
た
も
の
の
、
組
織
力
の

強
い
他
の
教
派
神
道
教
団
と
異
な
り
「
民
俗
性
豊
か
な
行
法
」
が

並
存
し
た
と
い
う
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
歴
史
研
究
を
融
合
し

た
、
山
岳
宗
教
史
・
修
験
道
研
究
、
宗
教
人
類
学
的
研
究
、
教
派

神
道
・
近
代
宗
教
研
究
の
三
つ
の
視
点
に
よ
る
木
曽
御
嶽
信
仰
論
。
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西
南
戦
争
は
明
治
十
年
二
月
か
ら
九
月
ま
で
の
八
ヶ
月
に
渡
る

近
代
日
本
最
大
、
そ
し
て
日
本
史
上
最
後
の
内
戦
で
あ
り
、
日
本

人
で
あ
れ
ば
周
知
の
歴
史
的
大
戦
争
で
あ
る
が
、
意
外
に
主
題
と

し
て
扱
わ
れ
た
書
籍
は
少
な
い
。
本
書
は
圭
室
諦
成
氏
の
日
本
歴

史
新
書
版
が
出
て
以
来
、
約
半
世
紀
ぶ
り
に
刊
行
さ
れ
た
『
西
南

戦
争
』
の
新
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
戦
争
に
際
し
て
人
々
が
描
い
た
理
想
や
戦
争
の
大
義

名
分
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
反
逆
の
伏
線
を
形
成
し
た
明
治
六
年

の
政
変
か
ら
、
熊
本
城
篭
城
戦
、
田
原
坂
の
戦
い
、
九
州
各
地
で

の
戦
闘
、
そ
し
て
そ
の
後
の
処
罰
や
批
難
を
経
て
後
、
西
郷
隆
盛

が
朝
敵
と
し
て
の
烙
印
を
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
明
治
二
十
二
年

頃
ま
で
の
「
西
南
戦
争
」
の
実
態
を
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
ま

と
め
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
著
者
が
述
べ
る
「
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
西

郷
隆
盛
」
で
あ
る
。
西
南
戦
争
時
、
西
郷
が
率
い
る
薩
軍
は
た
と

え
不
利
な
状
況
に
あ
っ
て
も
「
西
郷
な
ら
ば
」
と
い
う
期
待
感
を

抱
い
て
い
た
。生
前
か
ら
人
々
に
強
い
希
望
を
抱
か
せ
た
西
郷
は
、

死
後
、
変
革
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
そ
の
人
格
、
そ
し
て
時
に

悲
劇
や
沈
黙
者
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
に
多
様
な

「
理
想
」
を
抱
か
せ
た
。
さ
ら
に
西
郷
が
こ
の
世
を
去
ろ
う
と
す

る
時
東
京
や
大
阪
の
空
に
輝
い
た
「
西
郷
星
」
や
明
治
後
期
ま
こ

と
し
や
か
に
囁
か
れ
た
「
西
郷
生
存
説
」
等
の
伝
説
が
そ
の
人
物

像
に
神
秘
性
を
加
え
、
後
世
の
「
理
想
」
を
語
る
上
で
一
つ
の
指

針
と
も
い
え
る
存
在
へ
と
昇
華
し
た
。
著
者
は
そ
の
歴
史
に
つ
い

て「
西
南
戦
争
と
い
う
未
完
の
反
逆
は
、そ
の
伝
説
の
嚆
矢
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
る
。
戦
争
と
い
う
歴
史
的
背
景
と
同
時
に
、
西
郷
隆

盛
の
存
在
が
示
す
「
理
想
」
と
は
何
か
が
本
書
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

　

西
南
戦
争
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
後
の
世

に
何
を
残
し
た
の
か
。
近
代
史
を
改
め
て
学
ぶ
上
で
も
目
を
通
し

て
お
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

小
川
原
正
道
著　
　
〈
中
公
新
書
〉

『
西
南
戦
争
』

　
　

中
央
公
論
新
社　

平
成
十
九
年
十
二
月　

新
書
判　

二
五
八
頁　

本
体
八
二
〇
円
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本
書
は
、
明
治
二
十
三
年
よ
り
昭
和
二
十
二
年
に
至
る
大
日
本

帝
国
憲
法
下
の
帝
国
議
会
を
衆
議
院
と
と
も
に
形
成
し
た
貴
族
院

の
歴
史
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
廃
止
後
、
現
在
ま
で
殆
ど
顧
み

ら
れ
な
い
貴
族
院
は
、
非
政
党
主
義
で
政
党
に
は
厳
し
い
態
度
で

臨
み
、
藩
閥
や
元
老
に
対
し
て
も
独
自
性
を
維
持
し
た
存
在
で

あ
っ
た
。
華
族
、
官
僚
、
外
交
官
、
学
者
、
実
業
家
、
地
主
な
ど

か
ら
な
る
有
爵
議
員
・
勅
撰
議
員
・
多
額
納
税
者
議
員
・
帝
国
学

士
院
会
員
議
員
と
い
う
多
様
な
構
成
を
持
っ
た
貴
族
院
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
政
策
や
主
義
主
張
で
は
な
く
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ

リ
ー
ジ
ェ
を
発
揮
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
歴
史
に

は
多
く
の
曲
折
が
あ
り
、様
々
な
勢
力
の
消
長
が
あ
っ
た
が
、本
書

は
そ
の
各
時
代
を
牽
引
し
た
会
派
や
そ
の
領
袖
な
ど
に
焦
点
を
あ

て
、
各
種
史
料
の
み
な
ら
ず
、
旧
貴
族
院
議
員
、
華
族
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
を
も
活
用
し
て
貴
族
院
特
有
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
こ
と
を
目
途
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貴
族
院
と
参
議
院
の
関

係
は
組
織
的
に
は
断
絶
し
て
い
る
も
の
の
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の

影
響
を
も
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
族
院
の
検
証
は
議
会
政
治
を

巨
視
的
に
捉
え
る
際
に
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
る
と
す
る
。
以
上

の
よ
う
な
観
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
書
は
ま
ず
幕
末
期
に
立
憲
制

導
入
が
検
討
さ
れ
た
経
緯
、
近
代
日
本
に
お
け
る
議
会
制
度
導
入

の
歴
史
と
貴
族
院
の
位
置
付
け
か
ら
説
き
起
こ
す
（
第
一
章
）。
そ

し
て
、
初
期
議
会
に
お
け
る
貴
族
院
の
様
相
（
第
二
章
）、
政
党
主

義
、
政
党
政
治
と
の
関
係
（
第
三
章
・
第
四
章
）、
戦
時
下
に
お
け
る

貴
族
院
（
第
五
章
）、貴
族
院
の
終
焉
（
第
六
章
）
ま
で
を
描
く
。
そ

れ
ら
は
、
政
党
を
中
心
と
す
る
立
憲
政
治
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う

と
努
め
た
歴
史
で
あ
っ
た
。
度
重
な
る
貴
族
院
改
革
論
議
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
批
判
も
あ
っ
た
が
、
独
自

の
存
在
と
し
て
近
代
日
本
の
政
治
史
に
お
け
る
貴
族
院
の
位
置
は

決
し
て
小
さ
く
な
い
。
内
藤
氏
は
既
に
『
貴
族
院
と
立
憲
政
治
』

［
思
文
閣
出
版　

平
成
十
七
年
］
を
も
著
し
、
そ
の
意
義
と
役
割
を
積

極
的
に
捉
え
て
き
た
。
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
貴
族
院
に
関
す
る

書
籍
と
し
て
は
初
め
て
の
本
書
か
ら
そ
の
意
義
を
再
考
し
た
い
。

内
藤
一
成
著　
　
〈
同
成
社
近
現
代
史
叢
書 

12
〉

『
貴
族
院
』

　
　

同
成
社　

平
成
二
十
年
二
月　

四
六
判　

二
四
八
頁　

本
体
二
八
〇
〇
円
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本
書
は
、
平
成
十
六
年
か
ら
同
十
九
年
に
掛
け
て
行
わ
れ
た
、

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
主
催
「
近
世
学
問
を
検
証
す
る―

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パA

rchaeology
日
本
上
陸
以
前
の
考
古
学
的
学

問
・
国
学
者
に
光
を
あ
て
る―

」
に
お
い
て
、
若
年
時
よ
り
歴
史

人
物
の
書
簡
蒐
集
に
情
熱
を
持
た
れ
た
斎
藤
忠
氏
と
四
人
の
研
究

者
と
の
座
談
会
と
学
術
講
演
会
、
そ
し
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
座
談
会
で
は
、
各
分
野
か
ら
の
意
見
交
換

が
な
さ
れ
、
徳
川
光
圀
に
代
表
さ
れ
る
「
資
料
を
後
世
に
託
す
」

精
神
に
は
、
現
在
の
文
化
財
保
護
理
念
に
通
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、「
学
史
」
を
見
て
ゆ
く
上
で
も
、
特
に
近
世
の
学
問
、
そ
の
う

ち
考
古
学
の
淵
源
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

講
演
会
記
録
は
「
近
世
四
人
の
学
者
」
と
題
さ
れ
、
ま
ず
眞
保
昌

弘
氏
「
黄
門
様
の
考
古
学―

一
六
九
二
年
光
圀
、
侍
塚
を
発
掘
調

査
す
る―

」
で
は
、「
義
の
人
」
光
圀
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
侍

塚
の
発
掘
調
査
に
着
実
な
考
証
を
加
え
た
光
圀
の
学
問
姿
勢
と
行

動
に
迫
る
。
次
に
篠
原
祐
一
氏
「
前
方
後
円
墳
の
名
付
け
親―

蒲

生
君
平
と
宇
都
宮
藩
の
山
陵
修
補―

」
で
は
、「
寛
政
の
三
奇
人
」

の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
蒲
生
君
平
の
歴
代
天
皇
陵
探
索
に
掛
け

た
苦
心
の
様
相
を
追
い
、
戦
後
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
君
平

の
再
検
証
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
阪
本
是
丸
氏
「
好
古
へ
の

情
熱
と
逸
脱―

宣
長
を
怒
ら
せ
た
男
・
藤
貞
幹―

」
で
は
、「
考
古

学
の
鼻
祖
」
と
も
評
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
考
証
方
法
に
あ
っ
て
は
、

い
ま
だ
毀
誉
褒
貶
の
激
し
い
貞
幹
の
人
物
像
と
心
理
に
肉
迫
し
つ

つ
、
貞
幹
の
考
証
と
は
「
古
製
」
を
考
え
知
る
た
め
の
「
学
問
的

営
為
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
栁
田
康
雄

氏
「
青
柳
種
信
の
好
古
学―

拓
本
と
正
確
な
実
測
図
で
論
証―

」･

で
は
、国
学
者
と
し
て
名
を
残
す
種
信
の
著
書
分
析
を
通
じ
て
、考

古
学
者
と
し
て
の
側
面
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記

録
で
は
、
如
上
の
講
演
者
を
交
え
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
議
論
内

容
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
他
國
學
院
大
學
の
研
究
者
に
よ
る
コ
ラ

ム
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
膨
大
な
近

世
日
本
の
学
問
実
態
を
知
る
上
で
も
必
読
の
書
で
あ
る
。

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編

『
近
世
の
好
古
家
た
ち―

光
圀
・
君
平
・
貞
幹
・
種
信―

』

　
　

雄
山
閣　

平
成
二
十
年
二
月　

Ａ
５
判　

二
四
六
頁　

本
体
三
二
〇
〇
円
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本
書
は
、
吉
田
松
陰
が
読
み
記
し
た
古
典
・
詩
文
、
そ
し
て
そ
の

意
義
や
背
景
に
つ
い
て
著
さ
れ
た
新
旧
稿
を
整
理
編
輯
し
て
一
書

と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、「
序
」、「
一
、
吉
田
松

陰
と
『
靖
獻
遺
言
』」、「
二
、
吉
田
松
陰
『
留
題
村
塾
壁
』
詩
に
つ

い
て
」、「
三
、
佐
久
間
象
山
と
吉
田
松
陰
」、「
四
、『
講
孟
箚
記
』

の
精
神
」、「
五
、『
講
孟
箚
記
』
解
題
」、「
六
、
吉
田
松
陰
先
生
の

書
簡
」、「
参
考　

一
、
社
稷
の
臣―

寇
準
と
韓
琦―
　

二
、
杜
甫

と
文
天
祥―

『
集
杜
詩
』
に
つ
い
て―

　

三
、
謝
枋
得
と
そ
の
著

書
」、「
後
記
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、「
一
」
～
「
六
」
に
よ
っ

て
、
松
陰
が
如
何
な
る
書
を
読
み
自
ら
の
血
肉
と
し
て
行
動
し
た

の
か
、
そ
の
背
景
が
記
さ
れ
る
。
わ
け
て
も
、「
一
」
は
、
水
戸
尊

王
の
教
え
の
み
な
ら
ず
、
崎
門
の
学
が
松
陰
に
影
響
し
て
い
る
こ

と
を
、
浅
見
絅
斎
著
『
靖
獻
遺
言
』
を
読
了
し
感
激
を
記
し
た
事

跡
、
更
に
は
同
書
中
に
登
場
す
る
八
人
を
題
と
し
て
詠
じ
た
詩
を

解
説
し
つ
つ
証
す
る
。
ま
た
、「
二
」
は
、『
幽
室
文
稿
』
に
収
め

て
い
る
「
留
題
村
塾
壁
」
詩
を
解
説
し
つ
つ
、
松
陰
が
天
壌
無
窮

の
神
勅
を
信
ず
る
ゆ
え
に
大
道
が
糜
爛
し
た
状
況
を
も
必
ず
打
開

で
き
る
と
信
じ
、
天
下
国
家
の
為
に
奮
起
し
た
事
跡
を
背
景
と
し

て
論
じ
る
。
そ
し
て
「
三
」
で
は
、
獄
中
象
山
が
誦
読
し
た
孟
子

の
「
天
の
将
に
大
任
を
是
の
人
に
降
さ
ん
と
す
る
や
…
」
の
章
に

感
動
し
た
松
陰
が
そ
れ
を
獄
中
写
録
し
た
事
等
を
通
し
て
、
松
陰

と
象
山
と
の
師
弟
の
深
き
心
交
の
様
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、「
四
」

で
は
、『
講
孟
箚
記
』
に
現
れ
る
松
陰
の
思
想
の
根
本
、
学
風
の

特
色
が
記
さ
れ
、「
五
」
に
は
、
日
本
学
協
会
刊
本
『
講
孟
箚
記
』

の
「
解
題
」
文
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。「
六
」
は
、『
全
集
』
未
収

録
の
二
通
を
含
む
四
通
の
書
簡
の
解
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
編

と
内
容
上
関
連
の
深
い
「
参
考
」
の
各
章
は
、
松
陰
が
愛
読
し
た

『
宋
名
臣
言
行
録
』
の
眼
目
、松
陰
の
詩
に
も
詠
じ
ら
れ
た
宋
末
の

烈
士
文
天
祥
が
獄
中
誦
し
て
自
己
を
励
ま
し
た
杜
甫
の
詩
、『
靖

獻
遺
言
』
に
伝
が
収
め
ら
れ
る
謝
枋
得
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の

内
容
・
詩
文
・
足
跡
等
を
解
説
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ

『
講
孟
箚
記
全
譯
註
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
と
併
せ
て
繙
か
れ
た
い
。

近
藤
啓
吾
著

『
吉
田
松
陰
と
靖
獻
遺
言
』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
年
四
月　

Ａ
５
判　

一
六
三
頁　

本
体
二
五
〇
〇
円
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國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー（
阪
本
是
丸
セ
ン
タ
ー
長
、

平
成
十
八
年
創
設
）
の
「
慰
霊
と
追
悼
研
究
会
」
は
、「
先
鋭
な
思

想
的
対
立
を
惹
き
起
こ
し
が
ち
な
戦
歿
者
（
戦
死
者
）
の
慰
霊
と

追
悼
、
或
は
顕
彰
と
い
う
テ
ー
マ
を
前
に
し
て
、
お
互
い
を
〈
一

個
の
人
間
〉
と
し
て
尊
重
し
合
う
な
か
で
冷
静
か
つ
建
設
的
な
学

術
交
流
」（
阪
本
「『
慰
霊
と
顕
彰
の
間
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
」）
の
促

進
に
努
め
て
お
り
、
現
在
も
活
動
を
継
続
中
で
あ
る
。
本
書
は
そ

の
う
ち
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
慰
霊
と
顕
彰
の
間―

近
現
代
日
本

の
戦
死
者
観
を
め
ぐ
っ
て
」（
第
七
回
研
究
会
、
平
成
十
九
年
二
月
十

日
）
と
、
池
上
良
正
氏
を
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え
て
の
第

二
回
研
究
会
（
平
成
十
八
年
十
月
七
日
）
の
各
記
録
、
さ
ら
に
「
日

本
の
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
研
究
の
現
状
と
課
題
」
を
纏
め
た
藤
田

大
誠
氏
の
論
考
と
主
要
研
究
文
献
目
録
な
ど
を
収
録
し
た
も
の
。

巻
頭
の
藤
田
論
考
は
神
道
的
な
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
の
研
究
の
不

足
を
指
摘
、
本
書
中
幾
人
か
が
こ
の
点
に
言
及
し
て
い
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
録
は
近
代
神
道
史
上
の
戦
歿
者
慰
霊
を
問
う
た
藤
田
氏

「
国
家
神
道
と
靖
國
神
社
に
関
す
る
一
考
察
」、
旧
植
民
地
の
忠
霊

塔
に
着
目
し
た
粟
津
賢
太
氏
「
戦
地
巡
礼
と
記
憶
の
ア
リ
ー
ナ
」、

「
シ
ズ
メ
」
と
「
フ
ル
イ
」
の
視
点
に
よ
る
西
村
明
氏
「
慰
霊
再
考
」

の
各
報
告
、
そ
れ
に
対
す
る
大
谷
栄
一
氏
の
コ
メ
ン
ト
と
報
告
者

の
リ
プ
ラ
イ
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
疑
を
交
え
た
討
議
を
収
め
る
。

第
二
回
研
究
会
の
記
録
は
、
本
書
に
再
録
の
池
上
論
文
「
靖
國
信

仰
の
個
人
性
」
に
お
け
る
、
遺
族
た
ち
の
多
様
な
信
仰
に
「
ど
こ

ま
で
共
感
を
も
っ
て
向
き
合
う
だ
け
の
力
が
あ
る
の
か
」
と
い
う

問
題
提
起
を
う
け
て
の
長
時
間
に
わ
た
る
討
議
で
あ
る
。
若
手
研

究
者
が
主
体
と
な
っ
た
読
み
応
え
の
あ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ

り
、
実
証
的
手
法
を
重
視
し
た
学
際
的
研
究
交
流
、
そ
し
て
「
神

道
研
究
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、「
人
を
神
に
祀
る
」
と
い
う
日

本
人
の
信
仰
、
霊
魂
観
を
通
史
的
、
系
譜
的
に
理
解
し
た
上
で
、

そ
の
研
究
成
果
を
広
く
学
界
や
社
会
に
提
示
す
る
」（
中
山
郁
「
あ

と
が
き
」）
と
い
う
、「
研
究
会
の
大
き
な
目
標
」
に
向
け
て
、
ま

す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編

『
慰
霊
と
顕
彰
の
間―

近
現
代
日
本
の
戦
死
者
観
を
め
ぐ
っ
て―

』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
年
七
月　

Ａ
５
判　

三
一
五
頁　

本
体
三
二
〇
〇
円



456明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 45 号〕平成 20 年 11 月

紹　　介
今
泉
宜
子
編
・
明
治
神
宮
社
務
所
発
行

『
明
治
神
宮　

戦
後
復
興
の
軌
跡
』

　
　

鹿
島
出
版
会　

平
成
二
十
年
十
月　

菊
判　

三
〇
八
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円

　

明
治
神
宮
の
社
殿
復
興
五
十
年
を
記
念
し
、
神
宮
と
鎮
座
地
周

辺
の
戦
後
の
あ
ゆ
み
を
豊
富
な
写
真
と
と
も
に
辿
る
。
明
治
神
宮

所
蔵
資
料
の
調
査
に
加
え
復
興
に
携
わ
っ
た
人
々
や
渋
谷
の
歴
史

に
詳
し
い
人
々
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
第
一
章
「
ま
ご
こ
ろ
の
リ

レ
ー　

明
治
神
宮
復
興
物
語
」・
第
二
章
「
代
々
木
の
杜
再
生
物
語

　

復
興
を
支
え
た
心
意
気
」
に
は
戦
災
焼
失
か
ら
昭
和
三
十
三
年

の
再
建
ま
で
の
明
治
神
宮
の
歴
史
を
収
録
。
第
一
章
で
は
社
殿
炎

上
（
御
神
霊
を
お
護
り
し
て
、
宝
物
殿
で
の
一
夜
な
ど
）、
焼
け
跡
か
ら

の
出
発
（
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
、
仙
台
青
年
学
徒
の
御
用
材
献

納
、
占
領
下
の
明
治
神
宮
な
ど
）、
復
興
奉
賛
運
動
の
原
動
力
（
六
億

円
の
募
金
運
動
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
達
、
建
築
資
材
の
物
品
奉
納
、
松
下
幸

之
助
が
再
興
し
た
隔
雲
亭
、
造
営
奉
仕
を
願
い
出
る
人
々
な
ど
）、
新
生

明
治
神
宮
の
造
営
計
画
（
中
門
か
ら
内
拝
殿
へ
、
木
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
な
ど
）、
復
興
造
営
工
事
の
進
展
（
明
治
神
宮
臨
時
造
営
部
の
発
足
、

二
十
分
の
一
の
図
面
を
生
み
出
す
技
、
総
棟
梁
中
島
幸
治
郎
の
現
寸
引
付

け
、
釿
始
祭
か
ら
始
ま
る
木
工
事
、
立
柱
祭
か
ら
上
棟
祭
へ
、
不
眠
不
休

の
錺
金
具
取
り
付
け
な
ど
）、甦
っ
た
代
々
木
の
杜
（
本
殿
遷
座
祭
遷
御

の
儀
な
ど
）
の
記
録
、
第
二
章
は
明
治
神
宮
靖
國
神
社
献
饌
講
・
間

組
・
大
九
報
光
会
・
健
児
奉
仕
隊
・
明
治
神
宮
農
林
水
産
物
奉
献
会
・

加
勢
造
園
な
ど
の
敬
神
篤
志
団
体
の
功
績
を
綴
る
。
第
三
章
「
口

伝
え
の
戦
後
史　

渋
谷
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
で
は
周
辺
地
域

で
の
聞
き
取
り
を
当
時
の
写
真
や
地
図
と
あ
わ
せ
て
紹
介
。『
原
宿

の
思
い
出
』著
者
の
家
城
定
子
氏
・
原
宿
隠
田
商
店
会
長
の
佐
藤
銀

重
氏
・
原
宿
表
参
道
欅
会
の
松
井
誠
一
理
事
長
に
よ
る
鼎
談
、平
山

弓
枝
氏
・
山
本
一
力
氏
・
森
泉
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ
か
、
原

宿
・
代
々
木
・
千
駄
ヶ
谷
在
住
の
十
数
名
の
聞
き
書
き
を
収
録
す
る
。

第
四
章
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
視
点　

神
宮
復
興
と
そ
の
時

代
」
で
は
、
山
崎
貴
（
昭
和
三
十
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
）・
藤
岡
洋
保

（
建
築
家
角
南
隆
の
最
高
傑
作
）・
陣
内
秀
信
（
都
市
空
間
「
原
宿
」
の
魅

力
）・
日
下
公
人
（
復
興
の
底
力
と
日
本
精
神
）
の
各
氏
が
生
活
・
建
築
・

都
市
・
精
神
の
専
門
家
と
し
て
語
る
。
巻
末
に「
数
字
で
見
る
復
興

造
営
」
や
関
係
年
表
を
収
録
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
一
冊
で
あ
る
。
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紹　　介
小
野
善
一
郎
著

『
古
事
記
の
「
こ
こ
ろ
」―

伊
勢
神
道
の
視
点
か
ら―

』

　
　

ぺ
り
か
ん
社　

平
成
二
十
年
十
月　

四
六
判　

二
二
四
頁　

本
体
二
八
〇
〇
円

　
『
古
事
記
』
の
解
釈
は
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
を
は
じ
め

多
く
の
成
果
が
あ
る
も
の
の
、「
神
代
の
神
々
の
古
伝
承
を
理
解

す
る
た
め
に
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
同
じ
神
々
の
視

点
か
ら
考
察
し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
」（
は
じ
め
に
）。
こ
の

よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
伊
勢
神
道
の
心
神
思
想
を
も
と
に
解
釈
を

試
み
た
の
が
本
書
で
あ
り
、
著
者
の
奉
職
す
る
湯
島
天
満
宮
の
崇

敬
会
有
志
に
よ
る
輪
読
会
の
発
表
原
稿
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
回
「
天
地
開
闢
」
で
は
『
古
事
記
』
の
一
即
多
の
思
想
は
大

宇
宙
の
真
理
を
直
観
的
に
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
神
道

五
部
書
の
『
宝
基
本
記
』
や
度
会
延
佳
の
『
中
臣
祓
瑞
穂
鈔
』
を

も
と
に
解
説
。
第
二
回
「
天
つ
神
と
国
土
の
修
理
固
成
」
で
は

「
天
つ
神
諸
の
命
も
ち
て
」
と
は
伊
邪
那
岐
神
・
伊
邪
那
美
神
の

御
心
に
天
つ
神
が
鎮
座
し
「
い
の
ち
」
を
神
与
の
ま
ま
に
守
る
こ

と
と
説
き
、
第
三
回
「
二
神
の
結
婚
と
大
八
島
国
の
生
成
」
で
は

先
祖
が
「
神
々
と
国
土
と
私
ど
も
の
「
い
の
ち
」
は
、
そ
の
根
底

に
お
い
て
同
一
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。
第
四

回
「
神
々
の
生
成
」
で
は
「
古
代
の
日
本
人
が
、
何
の
註
釈
も
つ

け
ず
に
、
大
綿
津
見
神
、
志
那
都
比
古
神
、
…
…
と
信
じ
て
い
た

清
ら
か
な
心
を
日
々
の
修
養
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
大
事
」
と

し
、
第
五
回
「
火
神
被
殺
」
で
は
「
斬
っ
た
の
は
眼
前
の
火
之
迦

具
土
神
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
〔
伊
邪
那
岐
〕
命
の
内
面
の
心

に
映
っ
て
い
る
火
之
迦
具
土
神
」
と
説
く
。「
変
わ
り
果
て
た
伊

邪
那
美
命
の
姿
は
、
…
…
伊
邪
那
岐
命
の
御
心
の
状
態
を
隠
喩
と

し
て
象
徴
的
に
語
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
（
第
六
回
「
黄
泉
の
国
」）、

「
禊
祓
に
よ
っ
て
伊
邪
那
岐
命
は
、
ご
自
身
の
本
性
に
感
応
し
、

天
つ
神
の
御
心
と
一
つ
に
な
っ
た
」（
第
七
回
「
禊
祓
と
神
々
の
化

生
」）。
以
下
、
第
八
回
「
須
佐
之
男
命
の
涕
涙
と
昇
天
」、
第
九

回
「
誓
約
と
須
佐
之
男
命
の
勝
す
さ
び
」、
第
十
回
「
天
の
石
屋

戸
」、
第
十
一
回
「
五
穀
の
起
原
と
大
蛇
退
治
」、
第
十
二
回
「
天

孫
の
誕
生
と
天
孫
降
臨
」
を
収
録
。
真
の
幸
福
の
た
め
、
遠
祖
の

神
々
の
御
心
に
回
帰
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
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紹　　介
石
井
研
士
著　
　
〈
中
公
新
書
ク
ラ
レ
〉

『
テ
レ
ビ
と
宗
教―

オ
ウ
ム
以
後
を
問
い
直
す―

』

　
　

中
央
公
論
新
社　

平
成
二
十
年
十
月　

新
書
版　

二
五
三
頁　

本
体
八
四
〇
円

　

テ
レ
ビ
と
い
う
社
会
制
度
が
宗
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
事
実
を
豊
富
な
デ
ー
タ
で
論
証
し
た
学
問
的
良
心
の
一
冊
。
著

者
は
か
ね
て
、
宗
教
文
化
が
テ
レ
ビ
の
娯
楽
番
組
や
ニ
ュ
ー
ス
報

道
の
み
で
存
続
し
て
い
く
日
本
の
現
状
を
危
惧
し
、「
テ
レ
ビ
心

霊
番
組
野
放
し
」（『
読
売
新
聞
』
平
成
十
五
年
八
月
十
三
日
夕
刊
）
や

「
宗
教
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
化
」（『
東
京
新
聞
』
平
成
十
九
年
一

月
十
六
・
二
十
三
日
）
を
寄
稿
し
て
き
た
（
あ
と
が
き
）。
本
書
で
は

祖
先
崇
拝
を
基
盤
と
し
た
「
家
」
の
宗
教
意
識
が
低
下
す
る
高
度

成
長
期
以
降
、
テ
レ
ビ
で
の
超
能
力
や
心
霊
、
占
い
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
（
序
章
）、
そ
れ
ら
の
番

組
を
垂
れ
流
し
て
い
る
放
送
局
の
態
度
を
「
な
に
も
ガ
ー
ド
を
持

た
な
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
一
方
的
に
極
端
な
霊
魂
観
や
死

後
の
世
界
観
、
あ
る
い
は
不
思
議
な
力
を
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く

押
し
付
け
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
な
い
」（
第
一
章
）
と
批
判
し
、

宗
教
関
連
番
組
の
あ
り
方
に
制
作
者
や
放
送
局
、
視
聴
者
、
代
理

店
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
行
政
、
さ
ら
に
は
宗
教
者
や
宗
教
団
体
、
研

究
者
も
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
問
題
提
起
す
る
（
第
二
章
）。
放
送

法
や
民
放
連
放
送
基
準
に
矛
盾
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
心
霊
・
超

能
力
番
組
が
平
然
と
放
送
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
目
立
っ
た
批

判
も
な
く
大
衆
娯
楽
と
し
て
定
着
し
た
た
め
で
あ
り
（
第
三
章
）、

戦
後
ラ
ジ
オ
の
教
養
番
組
で
起
こ
っ
た
「
宗
教
放
送
ブ
ー
ム
」
は

テ
レ
ビ
に
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
（
第
四
章
）。
他
方
で
災
害
時

に
お
け
る
救
援
活
動
な
ど
宗
教
団
体
の
公
益
的
活
動
は
ほ
と
ん
ど

放
送
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
（
第
五
章
）、
過
熱
し
す
ぎ
た
オ
ウ
ム
報

道
を
契
機
に
宗
教
関
連
番
組
へ
の
批
判
も
起
こ
っ
た
が
（
第
六
章
）、

テ
レ
ビ
は
依
然
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
宗
教
映
像
を
恒
常
的

に
放
送
し
、「
日
本
人
の
あ
い
だ
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
し
て
の
宗
教

性
を
浸
透
さ
せ
、
伝
統
宗
教
を
伝
統
行
事
へ
と
押
し
込
め
、
新
し

い
宗
教
団
体
の
危
険
性
を
煽
っ
て
い
る
」（
第
七
章
）。
こ
う
し
た

現
状
の
認
識
、
放
送
基
準
の
遵
守
、
宗
教
へ
の
偏
見
の
排
除
、
第

三
者
機
関
に
よ
る
評
価
機
構
、
影
響
力
の
調
査
、
宗
教
教
育
の
必

要
性
を
提
言
し
て
い
る
（
終
章
）。




